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兵庫県の山地性オオウラギンヒョウモンについて
（Ⅱ） 近藤伸一

を与えた。

産卵の時間帯は、飼育箱を午後から日光の射す位置

に置いていたためか、主として午後であった。

産卵位置は食草(スミレ)586、枯葉662、その他（ネ

ット、上ブタ等)259とまちまちであった。枯葉に産卵

されたものは、葉の下面の縁から1～2mmの位置がほ

とんどであった。

産卵する時早蝶は、腹をまげた産卵態勢のままで、

腹端をこすりながら、歩きまわり、産卵位置を決める。

はじめに

兵庫県養父郡関宮町の標高500～800mの草地に生息

するオオウラギンヒョウモンの生活史に興味を持ち、

一昨年から飼育と観察を行なって来た。今年も、平地

の気象条件で、飼育したものが羽化したので、昨年に

ひき続き観察結果を報告する。

1． 産卵について

1981年9月27日、養父郡関宮町東鉢伏(葛畑)で採集

した1早蝶から採卵した。この早蝶は、 9月30日から

10月21日の22日間にかけて産卵し、 1日最高294卵､産

卵総数は1507卵であった。産卵時期は1昨年とほぼ同

じであったが、産卵数は前回の309卵と比較すると今回

の数はずばぬけて多い。自然状態では気象条件その他

多くの制約を受ける為このような多数の産卵は難しい

かもしれない。月日別の産卵の状況は表1のとおりで

ある。

2． 卵について

形状は図1のとおり、円錐型に近いまんじゅう型で、

卵殻面の上端から出る8～12本の縦隆起条は側面で増

加し下端では18～27本となる。この卵縦隆起条の数に

ついては、各産卵期別に無作為抽出した237個について

観察した。その結果は表2のとおりで、 23～25本が全

体の81％を占めている。縦隆起条が精孔部に達してい

る本数は8本から12本で、 10本の例が全体の57％であ

った。

(表1 ） 日別の産卵数

(表2）産卵期別の卵の縦隆起条数

■

3． 孵化について

(注） 天候、気温は姫路測候所

便宣上､日照時間5時間以上を① 5時間以下を◎で表示 各産卵期別に卵をわけて、観察した孵化の状況は表

3のとおりである。この卵を翌春まで飼育した容器は

素焼きの植木鉢にスミレを植え、上部をネットで覆っ

たもので、この鉢(A～H)を高砂市の自宅の庭の地上

0.3～0.5mの場所に置いた。

孵化の状況を知るため、枯葉に産卵されたものの内

この間の早蝶の飼育方法は、 13cm×13cm×21cmのプ

ラスチック飼育箱の内側をネットで覆い、下に砂を敷

いて湿度を保ち、食草のスミレとブナの枯葉を入れた。

早蝶には、一昨年と同様1日1度砂糖水又はカルピス
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(図1）卵の形状と孵化直前の卵 ）孵化

側上面

箱孔

鶴
l98141ZR3IB(孵化息前）

観察した233卵のうち73％にあたる169卵が孵化した。

12月1日から12月10日にかけて孵化のピークがある。

今回、 1507卵のうち飼育したものは919卵で残りの598卵は夢前
町、伊丹市、埼玉県等の友人に配った。

した所、D鉢の枯葉の裏から3令幼虫1匹2令幼虫i
匹がみつかり驚いた。鉢のスミレはまだ発芽しておら

ず、これらの幼虫は越冬前に成長したあと越冬に入っ

たものと推定される。またその時砂の下からl令幼虫

を3匹確認した。幼虫が砂の下にいる所はその後もよ

く観察出来た。また砂に潜る場面も数回観察した。

その後の観察記録は次の通りである。なお確認した

幼虫は、すべて別の容器に移したため、 2重に数えて

はいない。

4月11日…1令幼虫A､B､C,D､E,F鉢より計25匹

2令幼虫A､C,D鉢より計4匹

3令幼虫D鉢より計2匹

4月15日…l令幼虫B､C,D､E,F､G､H鉢より20匹

2令幼虫D,G鉢より7匹

3令幼虫 0匹

4月18日…1令幼虫B､C､D､F､G,Hより38匹

2令幼虫A,B､D､E鉢より8匹

3令幼虫A鉢より1匹

4月25日…1令幼虫A,B､C,D､E,F,G､H鉢より36匹

2令幼虫A,B､C､E,G鉢より14匹

3令幼虫A鉢より3匹

5月3日…1令幼虫B,C,D駒E,F,G､H鉢より24匹

2令幼虫A､B,C､D､E､F､G,H鉢より66匹

3令幼虫A,B､C,D鉢より10匹

から観察に適したものを233卵抽出して観察した。

表3のとおり、 11月4日A鉢より孵化を始め、 12月

10日には過半数の56％力孵化し、翌年の1月19日まで

孵化を続けた。最終的には73％力孵化したが、孵化し

ないものは、産卵後変形したもので、無精卵とおもわ

れるものが多かった。

最短の卵期間は34日で、 1昨年の33日とほぼ同期間

であり、最長の卵期間は、110日のものがあったが､卵

越冬は今回も確認出来なかった。

4． 越冬幼虫について

冬の間は特に変化もなかったため、記録を残してい

ないが、枯葉の裏にはりついた幼虫の数は大変少なか

った。砂の下に潜っているものと推定したが、確認は

していない。 3月21日A鉢で地面に近い枯葉に15匹の

幼虫力確認出来た。また鉢にかぶせてあるネット上に

6匹確認した。気温の上昇により、活動を始めたのか

も知れない。

5． 越冬後の幼虫について

3月28日に浅田氏と岡嶋氏が来宅し、越冬幼虫を捜
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写真①は4月29日の幼虫で、 1令から4令まで確認

出来た。写真②は5月30日の状況であるが、 3令幼虫

から6令まで確認出来、 またこの時既に踊化した個体

もいた。

5月8日…1令幼虫B鉢より1匹

2令幼虫B,D､E,F,G､H鉢より11匹

3令幼虫B､D,F鉢より6匹

4月11日から5月8日にかけて上記のとおり、 1令

幼虫144匹、 2令幼虫110匹、 3令幼虫22匹の計276匹を

確認した。これらの幼虫は、表3のとおり、飼育した

A～H鉢919卵のうちの30%に相当する数で､孵化率等

を考慮しても、越冬により相当数の減少があったもの

とおもわれる。これらの幼虫のその後の成長について

は次の通りである。

4月29日…4月11日～4月25日確認した幼虫の中に

4令幼虫を発見。

5月16日…5令幼虫ともう一まわり大きい6令幼虫

と同時に確認。

5月28日…初めて蜥化。この時点でも令数はまちま

ちで、 3令から6令まで確認出来た。

6月4日…6,5,4令に混って3令幼虫2匹確認c

6月12日…8羽化(最初の羽化）

7月19日…＄羽化(最後の羽化）

なお上記以外に、友人の飼育したものについては、

伊丹市の浜田静氏が飼育された幼虫は、 ＄が6月8日

から6月21日にかけて羽化、旱が6月28日から7月6

日にかけて羽化し、埼玉県で岡嶋秀紀氏の飼育された

幼虫は、 6月中旬に＄が7月上旬に早が羽化したとの

ことである。

これらの結果を図にまとめると図2のようになる。

この図からも分かる通り、幼虫は成長の不揃いが目に

つく。

①4月29日(1令から4令まで）

②5月30日（3令から6令まで）
鐸… 聴一惑蕊撰一:"、

(図2）各令数ごとの状況

6． 令数について

響 痒二|曇ド|■坪
澱
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これまで報告されている本種の他の地方の令数は、

5令(森1958、丹下1958)であるが、今回6令を数えた‘

各令数における幼虫は図3のとおりで、 2令～6令の

幼虫は、形態的には際立った変化はみられなかった。

ｚ
令
一一

卍
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7． 食草について４
今

本種の生息地である葛畑で2種、杉ケ沢で､4種のス

ミレ類を確認し、持ち帰った。このうち1種はスミレ

(Violamandshurica)であったが､両産地とも花が終り

の時期であったため、他の3種は種名を正確に同定出来

ていない。この4種類のスミレ類を同時に植えた鉢に6月

30日終令幼虫3匹を放したが、スミレ(V.mandshurica)

以外のスミレ類はほとんと・食べず、 7月3H1幼虫が

Ｓ
令

６
今

踊

豹に
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(図3）⑦各令数ごとの幼虫 (図3）◎各令数ごとの幼虫の前胸刺毛の変化
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死んだため、この観察は中止した。

オオウラギンヒョウモンの産地として有名な所は、

兵庫県生野町栃原、大河内町砥峰、京都府木津川等い

ずれもスミレ(V・mandshurica)の群生がみられた。 し

かし同様の環境であっても、オオウラギンヒョウモン

の生息の確認されていない場所は、スミレ(V.mand-

shurica) を発見出来ないことが多い。本種はスミレ

(V.mandshurica)以外のスミレ類は自然状態では食べ

ていないのかも知れない。

飼育下では長くて厚みのある葉のスミレ類を好む傾

向があり、 タチツポスミレ等丸くて薄い葉のスミレ類

は好まない傾向が強い。特にパンジーを好み、成長も

良好であった。

辮聯鮮寒鯖
ﾜ園 2－吋C
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